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第１章 目標流量の検討について
（２）



流出現象



降った雨が河川に流れこむまでのしくみ（１）
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降った雨が河川に流れこむまでのしくみ（２）

地下水
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（飽和）
※水がこれ以上吸収できない状況

雨量が多くなると樹木等による遮断や地中への浸透が少なくなり、雨量が多くなると樹木等による遮断や地中への浸透が少なくなり、雨量が多くなると樹木等による遮断や地中への浸透が少なくなり、雨量が多くなると樹木等による遮断や地中への浸透が少なくなり、
降った雨がそのまま川へ流れこむような現象が発生します。降った雨がそのまま川へ流れこむような現象が発生します。降った雨がそのまま川へ流れこむような現象が発生します。降った雨がそのまま川へ流れこむような現象が発生します。
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（地下水補給）

（浸透）

降った雨が河川に流れこむまでのしくみ（３）
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川合 茂・和田 清・神田佳一・鈴木正一 共著



基底流出と直接流出

降った雨が日単位あるいは、数ヶ月かけて河川に流出する成分降った雨が日単位あるいは、数ヶ月かけて河川に流出する成分降った雨が日単位あるいは、数ヶ月かけて河川に流出する成分降った雨が日単位あるいは、数ヶ月かけて河川に流出する成分
を「基底流出」と呼びます。また、雨が多く降った場合、流域の表面を「基底流出」と呼びます。また、雨が多く降った場合、流域の表面を「基底流出」と呼びます。また、雨が多く降った場合、流域の表面を「基底流出」と呼びます。また、雨が多く降った場合、流域の表面
や地中の浅い部分を通って短時間で流れてくる成分を「直接流出」や地中の浅い部分を通って短時間で流れてくる成分を「直接流出」や地中の浅い部分を通って短時間で流れてくる成分を「直接流出」や地中の浅い部分を通って短時間で流れてくる成分を「直接流出」
と呼んでいます。と呼んでいます。と呼んでいます。と呼んでいます。

基底流出＝地下水流出＋遅い中間流出基底流出＝地下水流出＋遅い中間流出基底流出＝地下水流出＋遅い中間流出基底流出＝地下水流出＋遅い中間流出

直接流出＝表面流出＋早い中間流出直接流出＝表面流出＋早い中間流出直接流出＝表面流出＋早い中間流出直接流出＝表面流出＋早い中間流出

洪水時に扱うのは、直接流出であり、この場合地表面は、飽和状洪水時に扱うのは、直接流出であり、この場合地表面は、飽和状洪水時に扱うのは、直接流出であり、この場合地表面は、飽和状洪水時に扱うのは、直接流出であり、この場合地表面は、飽和状
態（湿潤して水がしみ込まない状態）となっています。態（湿潤して水がしみ込まない状態）となっています。態（湿潤して水がしみ込まない状態）となっています。態（湿潤して水がしみ込まない状態）となっています。



降雨・流出現象のモデル化(１)
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降雨・流出現象のモデル化(２)
流域をタンクに見立てた場合、タンクに降った雨は、一部が貯留流域をタンクに見立てた場合、タンクに降った雨は、一部が貯留流域をタンクに見立てた場合、タンクに降った雨は、一部が貯留流域をタンクに見立てた場合、タンクに降った雨は、一部が貯留
量としてタンクに一時的に貯留され、貯留量に応じた流量がタンク量としてタンクに一時的に貯留され、貯留量に応じた流量がタンク量としてタンクに一時的に貯留され、貯留量に応じた流量がタンク量としてタンクに一時的に貯留され、貯留量に応じた流量がタンク
から流出し河川流量となります。から流出し河川流量となります。から流出し河川流量となります。から流出し河川流量となります。

貯留高：ｓ(mm)

流域平均雨量

ｒave （mm/hr）

流出高
ｑ(mm/hr)
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